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１　日米韓の「軍事ブロック」を強く警戒、軍備強化を推進
北朝鮮は、「米国が米日韓三角軍事ブロッ

クを形成」、「米国により新冷戦構図が現実化」
という認識を示し、日米韓をけん制すべくミ
サイル発射実験及び訓練を繰り返すとともに、
「同盟関係」と位置付けるロシアと共にこれに

対抗する姿勢を鮮明にした。一方、北朝鮮は、
中国との間では「親善関係の発展」を強調す
るにとどまり、中国にも対日米韓で北朝鮮と
共闘する姿勢はうかがわれなかった。

具体的には、北朝鮮が「敵対国」と再定義
した韓国に対しては、短距離弾道ミサイルの
発射実験及び訓練など同国への攻撃を想定さ
せる軍事的措置を繰り返し行い、同国との「戦
争準備」に向けた取組を推進した。
また、米国に対しては、金

キム・ジョンウン

正恩総書記が、「恒
久的に米国に対応・けん制」すべく「核武力
の拡大・強化」を訴え（9月）、「敵に我が方の

対応意志を知らせる」として「最終完結版」
とする大陸間弾道ミサイル「火星19」の発射
実験を実施した（10月）。
北朝鮮は、「核保有国」として、より有利な

立場で次期米政権との交渉を模索し、米国の
対北朝鮮姿勢を見極めつつ、今後も核・ミサ
イル開発を推進していくものとみられる。

「新冷戦」を強調し、
強硬路線を維持する北朝鮮
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２　ロシア大統領の訪朝を契機に蜜月ぶりが加速する露朝関係
露朝関係は、ロシアによるウクライナ侵略を

契機に強化されてきたところ、プーチン大統
領の訪朝及び「包括的戦略的パートナーシッ
プ条約」への調印（6月）により、更なる蜜月
ぶりを印象付けた。その際、金総書記は、露
朝関係が「同盟関係に上り詰めた」と評価した。
プーチン大統領は、「同盟関係」に言及してい
ないが、これまでの北朝鮮による武器・砲弾
支援に加え、1万人以上ともされる兵士派遣に
より、事実上、露朝関係は軍事同盟を想起さ
せる新たな段階に入った。
北朝鮮は、見返りとしてロシアから最新軍
事技術の獲得を期待しているとみられ、露朝
の軍事的関係の強化は、今後の東アジア地域
の安全保障にも大きな影響を及ぼすと考えら
れる。

プーチン大統領から贈呈された乗用車を運転する金総書記
（写真提供：朝鮮通信＝時事）
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３　外交関係樹立75周年を迎えるも距離感が垣間見える中朝関係
北朝鮮は、中国との外交関係樹立75周年を

迎え、年初に「朝中親善の年」として交流強
化を図る方針を掲げた。しかし、「朝中親善の
年」開幕式（4月）に中国の要人が訪朝したり、
中国の建国記念日（10月）に際して金総書記
が友好関係を強化する旨の祝電を送ったりし
たほかは、関係強化をうかがわせる動きはほ
とんど見られず、名指しではないものの、時
には北朝鮮による中国批判とも受け止められ

る論評（下表参照）も見られた。
こうした背景には、対米関係で「新冷戦」
構造を強調する北朝鮮とこれに否定的な中国
との立場の違いに加え、ロシアという後ろ盾を
得たことがあるとみられる。
今後も中国とは一定の友好関係を維持しつ

つ、更なる関係強化については、米朝及び米
中関係、露朝及び米露関係を見据えながら調
整していくものとみられる。
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